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一ヽ  

2．分析方法   

試験溶液の調製及び定量操作については前報2‾4）通り  

行った。  

Ⅲ 調査結果及び考察  

1．農薬，PCB  

1983～1990年度の8年間の食品群別一日摂取量の平均  

値，最小値，最大値を表2，3に示した。T－HCH，  

TLDDT，ディルドリン，へ・プタクロール（エポキシ  

ド）及びPCBの一日摂取量の年次推移を千葉県と汚染  

物研究班5）による全国平均値（全国平均）について図1  

に示した。又，千葉県と全国平均の一日摂取量及びFA  

O／WHOが設定している人体許容一日摂取量（ADI）  

Ⅰ まえがき  

人が1日どれだけの環境汚染物質等を摂取しているか  

を把握するために，我が国でも国立衛生試験所が中心と  

なり「日常食中の汚染物摂取量調査」をマーケトバスケッ  

ト方式により実施している。我々もこの研究班に参加し，  

1983～1990年度の8年間日常食品中の環境化学物質等の  

摂取量調査を行ったので報告する。  

Ⅱ 実験方法  

1．訝査対象食品   

食品群の分類は各年度の前年度の厚生省国民栄養調査  

結果1）の関東Ⅰ地区（千葉県を含む）を用いた。すなわ  

ち全食品を89種に分類し，各会品種は最も摂取頻度の高  

い品目を1品目あるいは複数品目を選び，各年度の6月  

－7月に千葉市内の「般市場より購入した。分析試料は前  

紆‾4）に準じて調理し，表1の通り食品群別に分類した。  

表1 食品の群分顎  

との比較を表4に示した。  

（1）HCH：T－HCHは平均で1．14〃g，  最小0．573 
一ヽ  

〟g，最大2．190〟gであった。この値は全国平均の1・158  

FLgとほぼ同じであった。HCHのADIはγ－HCH  

のみ500〃g／day／50kgとされているが千葉県の値を平  

均で比較すると1／3500，最大値をとっても1／800以  

下の摂取量であった。HCHの年次推移は1〟g前後で  

推移しており，減少傾向は見られない。今度ともこの程  

度の摂取が続くものと考えられる。群別で最も多いのは  

Ⅹ群の魚介類で18％であったが，HCHはその他の各群  

からもー様に摂取している。このことは全国調査の結果  

と同じ傾向であった。HCHの異性体比率はαの46．5％，  

βの32．2％，γの12．8％，∂の6．2％であった。  

（2）DDT：T－DDTは平均0．783／上g，最小0．132  

〟g，最大2．147〟gで，全国平均1．447〃gの約半分の摂  

取量であった。T－DDTのADIは250〟gで，平均  

食品群名   食品類名   食品群名   食品頬名   

ロ  米，加工品   Ⅷ  その他野菜類，茸，海草頬   

Ⅱ  穀頬，種実額，芋類  Ⅸ  調味，嗜好，飲料類   

Ⅲ  砂糖，菓子類   

ⅠⅤ  油脂頬   ⅩⅠ  肉，卵類   

Ⅴ  豆頬   ⅩⅠ  乳類   

Ⅵ  果実類   Ⅹ】Ⅱ  加工食品，その他食品   

Ⅶ  緑黄色野菜頬   ⅩⅣ  飲料水   

千葉県衛生研究所  

（1991年12月20日受理）  

－34－   



千葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第Ⅳ報）  

－1983年度より1990年度までの調査－  

ぐつくフ）（「 ⊂YつNトー  

た ＝    L（つ⊂⊃の   

く  

誌  

田  ⊂⊃ く＝ ⊂⊃  ⊂）⊂⊃ く＝  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂〕⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂）く⊃  ⊂〕く＝⊃ ⊂⊃  ⊂〕く⊃ ⊂⊃  ⊂）く⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂）く＝ ⊂〕  ⊂）〈＝〉 く⊃   

詰 巨］  

の Lrつ ⊂⊃  ・・・J   O〇  寸   しrつ   〉く  く£ く．D ⊂⊃ ▼・｛  （Yつ ⊂⊃ ⊂⊃ ▼→  N の ⊂） ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃                ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂〕⊂⊃ ⊂⊃  N   O〇  寸   CYつ  ⊂⊃ ⊂）（⊃   ⊂〕   ⊂⊃  ⊂〕  （＝〉  ⊂〕   ⊂⊃     国 ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂） 寸 ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂〕 ▼・→ ⊂〕 ⊂⊃    ▼・・・一 寸 ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ N く⊃ ⊂⊃   ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂〕⊂⊃ く⊃  ⊂⊃ く＝ ⊂⊃   ⊂⊃（⊃ ⊂⊃  ⊂〕⊂⊃ ⊂⊃  ⊂〕⊂⊃ ⊂⊃    ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂＞ く＝ ⊂⊃   
0〇・・・｛○〇  ローく♪⊂⊃  

ト▼・・｛の   寸 ▼・・■  m m   寸 ▼・・｛  

転  ⊂⊃ く＝）▼・・｛  ∽ 〔Yつ   
買  

⊂⊃  
誌  く．D  ⊂⊃ （．D t：r 亡、  ▼・・｛ の N ⊂▼つ  L∫つ －■ N Uつ  
宍   

祐   く．C ▼・・・－ ⊂つ  しJつ   ▼・・一  てr    －・・■  N    m  U⊃ トー ⊂つ  N   ∞  ロ〕▼・｛ の  ⊂⊃   ごつ  ⊂⊃   ⊂⊃  ト N く．ロ  0〇 ⊂⊃ ト  」Jつ   の   q⊃ N」∫つ  ∞  （．D  ▼・・｛   0〇  寸   †・・・■  ⊂⊃ L∫つ ▼・J  N   の  ぐつ（ト】く＝  」∫つ   ⊂⊃  N   の  ロつ く㌣〕くJ  仁一 N Llつ  ・・・｛   ○〇   ⊂〕⊂⊃・・・｛  ⊂⊃   ▼■  ⊂〕   ⊂⊃  ⊂⊃   －■  N ⊂⊃ 寸  ・・・・■    寸  N ▼・・・・「 トー  ⊂⊃   寸  ⊂）   ⊂⊃  寸 ▼・・一 N  ⊂⊃ ⊂）†・・｛  ⊂⊃   ⊂⊃  
巴                                                                                                                                                                    ⊂⊃⊂＝ ⊂⊃  ⊂⊃ く＝〉 く＝  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃（＝〉 ▼－  ⊂〕く＝）く⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ▼・・｛  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂）  ⊂＞ く＝）く＝   

寸 の  く．D ⊂1⊃  

⊂⊃ N  祐  ⊂⊃⊂⊃  亡つ⊂⊃ ▼－→⊂⊃ ⊂⊃▼・一  

呂  

∞   N の ⊂） ▼・・｛   

宗主 芦  トー ⊂⊃ N し∫つ  ⊂⊃ の 寸 仁一  CO ⊂⊃ ▼－→   LJつ ⊂⊃ ⊂⊃ の  の の ○〇 し∫つ   ⊂）   ⊂⊃  N の ⊂⊃ ▼・・■  e トー N の  し‘つ の L⊥つ ▼・・－■  

⊂⊃ ⊂）く⊃       ⊂⊃ く＝）⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃                  ⊂⊃   －｛  ⊂⊃   N  ⊂⊃   ⊂〕  ⊂〕   ぐつ  ⊂〕   m          ⊂⊃   ⊂⊃  N   ⊂）  ⊂）   N   ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂）く＝〉 く⊃  ⊂）⊂⊃ く＝  ⊂）⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃   ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃    ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂）－・｛  ⊂〕く⊃ ⊂⊃   

⊂⊃  ⊂〕（．C〉⊂n  

誌  q〇⊂⊃寸  ○〇 寸 N N  ⊂⊃ ○〇 ⊂つ く．⊂〉   ∞ N L∫つ の  CO の ▼・｛ く．D  寸 亡－ †・・・・｛ 寸  
⊂⊃   ぐ／つ  ⊂）  

芦   

N 亡■－  
N の   

誌   ロつ＋＋く℃ ⊂） N  亡■－ N 〇 寸  くエ） ○〇 ⊂⊃ N   
⊂⊃   ⊂⊃  ⊂⊃   m  ⊂⊃   ⊂⊃  LJつ 00 し亡つ 仁一  ▼一 ▼－」 m ⊂つ  の く、D N l・・・・・1  

⊂⊃   ⊂つ  ⊂⊃   ⊂⊃  ⊂⊃   N  

⊂⊃ ⊂〕⊂⊃  

［■－ 亡、 q⊃   N   ∽   ー■   寸  ⊂n〉［■－－ く．⊂）  トー ⊂⊃ 0⊃  ▼・J   く．D   ⊂⊃   ⊂⊃  ・・・｛   （エ）  寸   く．D  ⊂）   N  

祐  ⊂⊃ ⊂⊃ ▼・・・J  
⊂⊃   ⊂）  N   の  N    ⊂⊃  

⊂⊃  ⊂⊃   ⊂）  ⊂）   ⊂⊃  ⊂）  I・・・■  
＞      ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃       ⊂⊃（＝）く＝       ⊂⊃ ⊂⊃⊂⊃       ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃  

⊂⊃  寸   ▼・・→   N    m   

誌   L∫つ    ▼・・疇  ∝〕＋＋（J   †・・・－   ○〇  

N   CYつ  †・・・｛    ヒ・－  N    ▼・・■  

⊂⊃  ⊂⊃   」Jつ  ⊂⊃   ⊂⊃  ⊂）   ⊂⊃  ⊂〕   ⊂〕  
己  

N    ⊂▼つ  の   〈：○  寸    寸  

祐  ⊂†つ   く＝）  ⊂〕   Lr）  I・・・一    Ln  
⊂⊃   N  ⊂〕   ⊂⊃  ⊂＝〉    ⊂⊃  

∈∃   

祐  ⊂つ  m    ⊂つ  CC   O〇  
⊂⊃   

［：∃   

の N  
祐  寸 の ⊂l〇 の ▼・・・・一 し‘つ  

」∫つ【、  

⊂⊃寸  
ト■・■■   

h〇 と止  址＝址  址巨址  bム b月  b刀 b£  如 bム  址〉 虹  b♪ b月  虹〉 址  b⊃ ヒ江  虹〉 虹  b⊃ ヒ沌  

ミヨ．ヨ  こミ ミと こミ  ヨL：ミ＋こ．  ：ミ ミ1ヨ．  ヨ．ヨL こミ  ヨ」こ1ヨ  ：ミ ミ1：ユ  ヨ」こ1ヨ  ヨ．こ1ヨ  こ1こ1：邑  こ1：ミ こi  こ1こiヨ．  

＞．≡慧  ＞．≡慧  ＞．≡慧  ＞．≡雲  ＞．ヨ慧  ＞．≡雲  ＞．ヨヨ  ＞．≡慧  ＞．≡雲  ＞．≡慧  ＞．≡宗  ＞．≡慧  

（  
（  
⊂⊃  

（  
⊂⊃  

（  
⊂⊃  

（  
⊂⊃  

（   
⊂⊃  ′一■ヽ  ⊂⊃  （  

⊂⊃  
（  ⊂⊃  ⊂⊃  

（ 咄 建 田   
一 ）  

a   く≡≡  く：≡∋  く三≡  く：≡∑  く≡≡  く≡≡  亘：三言  く三三  く三三  く≡≡  く三≡  く：≡≡      ＝ 野                             （   （   （   ⊂⊃ 国   国   国   国   国   国   国   国   国   国  ⊂⊃ 国  旨。喜 ■   田  田    田  田  岩竿 □㌫ lの 、a巴  閑 lO〇 、a巴  田  閑 l00 、巴  田  田   ＝ ≒喜 l†■■■■■｛  ▼・・・■ ＝ 主ま l▼・・・一  ＝ ≒幸 l▼・・・■  ▼・・・・｛ ＝‡ ≧ま l▼・・・■  ≡去 ＝≡    朗 l00 、n巴   ▼－｛ 岩去 二≡  田  胆   弓 ）  ql）  ト＼一  ‘勺 ）  ≠）  一） エ  ー） a  ー） こ．  さし  ≠）  三－  ＝ 、一   

些
Y
哺
‥
慧
≦
＝
＋
撃
′
r
＼
嘩
‥
U
－
∑
 
型
好
計
‥
＞
亘
 
 
u
d
∈
＼
旨
p
＼
加
己
‥
せ
卦
 
 
 

こ
）
 
州
讐
翠
鉱
〓
1
冨
誌
増
車
Q
ロ
U
d
．
鞘
嘩
 
N
哨
 
 



表
3 
農
薬
，
PC
Bの

食
品
群
別
一
日
摂
取
量
（
2）

  
≠ 湘 郵 望 避 拍  瀕 － ∽ 亜  ∽ ∽ 畠 － 諾 － 欄    

項
目
（
年
度
）
  

Ⅰ
群
  
Ⅱ
群
  
Ⅲ
群
  
Ⅳ
群
  
Ⅴ
群
  
Ⅵ
群
  
Ⅶ
群
  
Ⅷ
群
  
Ⅸ
群
  
Ⅹ
群
  
刃
群
  
Ⅶ
群
  
Ⅹ
Ⅲ
群
  
Ⅹ
Ⅳ
群
  
合
計
  
 

Di
az
in
on
  
 

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0．
00
4 
 0
．
00
6 
 0
  
 

0．
00
1 
 0
．
00
4 
 0
．
00
4 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
00
1 
 0
  
 

0．
02
0 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

（
19
83
－
19
90
）
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0．
03
3 
 0
．
03
3 
 0
  
 

0．
00
6 
 0
．
02
9 
 0
．
03
1 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
00
8 
 0
  
 

0．
11
1 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0．
25
0 
 0
．
04
6 
 0
  
 

0 
  

0．
00
3 
 0
．
01
7 
 0
  
 

0 
  

0．
02
5 
 0
．
01
5 
 0
  
 

0．
01
2 
 0
  
 

0．
36
8 
  

0 
  

Fe
ni
tr
ot
hi
on
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
（
19
83
－
19
90
）
  
Mi
n 
 〟

g 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

1．
31
6 
 0
．
27
9 
 0
  
 

O 
0．

02
8 
 0
．
13
1 
 0
  
 

0 
  

0．
20
1 
 0
＿
11
8 
 0
  
 

0．
04
8 
 0
  
 

2．
12
1 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0．
82
0 
 0
．
05
7 
 0
  
 

0 
  

0．
06
5 
 0
．
01
2 
 0
  
 

0 
  

0．
02
9 
 0
  
 

0 
  

0，
01
1 
 0
  
 

0．
99
4 
  

0 
  

Ma
la
th
io
n 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

19
83
－
19
90
）
  
Mi
n 
 〃

g 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

2．
10
8 
 0
．
23
2 
 0
  
 

0 
  

0．
30
4 
 0
．
09
6 
 0
  
 

0 
  

0．
23
4 
 0
  
 

0 
  

0．
04
2 
 0
  
 

3．
01
6 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
62
0 
 0
  
 

1．
65
4 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

2．
27
4 
  

0 
  

CN
P 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

19
84
19
90
）
  
Mi
n 
 〝

g 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

1．
55
1 
 0
  
 

5．
28
0 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

5．
28
0 
  

0Ⅹ
ad
ia
zo
n 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
06
7 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
 ■

0，
06
7 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

（
19
84
－
19
90
）
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
26
9 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0．
26
9 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
14
8 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0．
14
8 
  

0 
  

Ⅹ
－
52
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
（
19
84
19
90
）
  
Mi
n 
 〟

g 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
73
9 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0，
73
9 
  

Mo
li
na
te
  
 

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

1．
15
3 
 1
．
44
5 
 0
  
 

0 
  

0 
  

2．
59
9 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

（
19
87
－
19
90
）
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

4．
38
7 
 5
．
68
7 
 0
  
 

0 
  

0 
  

10
．
07
4 
  

Be
nt
hi
oc
ar
b 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
63
8 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0．
63
8 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

（
19
87
－
19
90
）
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

2．
55
3 
 0
  
 

0 
  

0 
 0
  
 

2．
55
3 
  

HC
B 
  

A
V
 
 
〟
g
 
 
0
．
0
1
5
 
 
0
．
0
0
8
 
 
0
．
0
0
8
 
 
0
．
0
0
1
 
 
0
．
0
0
1
 
 
0
．
0
0
1
 
 
0
．
0
0
7
 
 
0
．
0
7
0
 
 
0
 
 
 

0．
03
5 
 0
  
 

0．
00
6 
 0
  
 

0 
  

0．
05
4 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
00
2 
 0
  
 

0 
  

0 
  

0 
  

0．
07
0 
 

（19
86－

1990
）  

    
  0 

    
    

    
    

    
    

    
Max 

 〟g
  0．

074 
 0．

035 
 0．

037 
 0．

040 
 0．

003 
 0．

004 
 0．

021 
 0．

190 
 0  

 
0．

08
4 
 0
  
 

0．
01
5 
 0
  
 

0 
  

0．
28
9 
  

PC
B 
  

AV
  
〟
g 
 0
  
 

0
．
1
3
0
 
 
0
．
0
2
5
 
 
0
．
0
0
5
 
 
0
．
0
2
8
 
 
0
．
0
9
0
 
 
0
．
0
4
3
 
 
0
．
1
0
5
 
 
0
．
0
8
3
 
 
1
，
3
0
8
 
 
0
．
2
8
3
 
 
0
．
1
0
4
 
 
0
．
0
1
1
 
 
0
 
 
 

2．
21
5 
  

Mi
n 
 〟

g 
 0
  
 

（
19
83
－
19
90
）
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0 
  

0．
20
1 
 

1
．
0
3
8
 
 
0
．
1
9
9
 
 
0
．
0
4
0
 
 
0
．
2
2
3
 
 
0
．
7
2
0
 
 
0
．
2
1
2
 
 
0
．
4
3
4
 
 
0
．
6
6
4
 
 
3
，
0
4
8
 
 
1
．
1
7
0
 
 
0
．
5
9
4
 
 
0
．
0
8
1
 
 
0
 
 
 

8．
16
0 
  

単
位
：
FL
g／

da
y／

ma
n 
AV
：
平
均
値
 M
in
：

最
小
値
 M
ax
：
最
大
値
  



千葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第Ⅳ報）  

‾1983年度より1990年度までの調査－  
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表4 農薬，PCBの一日摂取量の比較  

千  葉  県   
〟g／day■／mam   

全国平均値   ADI（FAD／WHO）  
項 目 名  FLg／day／man  

平均  最小  最大  平均  最小  最大   
〃g／day／man  

α－HCH   0．533 0．029 1．973  0．565  0．210 1．300   

β－HCH   0．370  0  1．423  0．360  0．110  0．710   

†－HCH   0．140  0  0．596  0．221 0．062  0．620   500  

∂－HCH   0．071 0  0．210  0．021 0  0．043   

T－HCH   1．146  0．573  2．190  1．158  0，370  2．600   

p，P′TDDT   0．277  0  1．423  0．273  0．150  0．400   

p，p′－DDE   0．429  0．201 0．723  0．873  0，700 1．100   

p，p′－DDD   0．052  0  0．420  0．173  0．100  0．230   

0，p′－DDT   0．020  0   0．090  0．125  0．024  0．220   

T－DDT   0．783  0．132  2．147  1．447 1．100 1．800   250  

Dieldrln   0．427  0．026 1．135  0．348  0．120  0．790   

Hep－epXide   0．323  0  1．654  0．144  0．031 0．270   

Diazinon   0．020  0  0．111  0．996  0  7．9   100   

Malathion   0．994  0  3．016  0．892  0．300  2．500   1000   

Fenitrothion  0．368  0  2．121  0．986  0．043  4．100   250   

PCB   2．215  0．201 8．160  2．277 1．800  2．700   250   

HCB   0．154  0．070  0．289  0，118  0．050  0．230   30   

■■＼  

値で1／300，最大値でも1／100であった。T－DDT  

の年次推移は0．5〟g前後で，減少が見られず，HCHと  

同様今後ともこの程度の摂取が続くものと考えられる。   

群別摂取の多いのは，X群の魚介類55．8％ついでⅥ群  

の肉類が17．9％であった。DDTの異性体比率はp，P，  

－DDEの55．8％とp，P’－DDTの35％が大部分を  

占めていた。  

（3）ドリン剤：ディルドリンのみが検出され，平均  

0，427〃g，最小0．026〃g，最大1．135〃gで全国平均の  

0．348〟gより若干多い。ディルドリンのADIは5〟g，  

ADIと比較すると平均値で1／10，最大値で1／4の  

摂取であった。ディルドリンの年次推移は1983年度をの  

ぞくと0．2LLg前後を推移し，HCH，DDT同様今後し  

ばらくこの程度の摂取が続くものと考えられる。  

（4）へブタクロール（エポキシドを含む）：平均0．323  

〃g，最小0，最大1．135〃gで全国平均の0．144〃gの約  

2倍であったが1983年度を除くとはほぼ同程度であった。  

へブタクロールのADIは25〟gで，平均値で1／70，  

最大値でも1／15程度の摂取であった。へプタクロール  

は各群から一様に摂取していた。  

（5）HCB：平均0．154〟g，最小0．07〟g，最大0．289  

〟gで全国平均の0．118〟gと同程度であった。HCBの  

ADIは30〃gで，平均値で1／110，最大値で1／30  

程度の摂取であった。群別摂取量の多いのは，Ⅷ群のそ  

の他野菜が45％，ついでⅩ群の23％であった。   

（6）PCB：平均2．215pg，最小0．201／Jg，最大8．16  

〟gで全国平均の2．277／Jgと同程度の摂取量であった。   

PCBのADIは250FLgで，平均値で1／110最大値  

でも1／30程度の摂取であった。年次推移は1984年度以  

降は，1〃g前後を推移し，HCHと同様今後しばらく  

この程度の摂取が続くと考えられる。PCBの摂取はⅩ  

群の60％，ⅩⅠ群の13％と動物性食品群からの摂取が多  

い。  

（7）リン系農薬：リン系農薬はフユニトロチオン，マ  

ラチオン，ダイアジノンが検出され，しかもダイアジノ  

ンは1983年，1986年にのみ検出され，摂取量は最大値で「l  

もADIの約1／1000以下であった。マラチオンは平均  

0．994〟g，最小0，最大3．016〃gで，全国平均の0．892  

〃gと同程度の摂取量であった。フユニトロチオンは平  

均0．368〃g，最小0，最大2．121〟gで，全国平均0．986  

〟gの約1／3の摂取量であった。マラチオンのADI  

lOOO〟gの約1／1000，フユニトロチオンのADI250  

〟gの約1／700程度の摂取量であった。群別摂取量で  

はマラチオン，フユニトロチオンともにⅡ群の穀，種実  

額，Ⅲ群の砂糖，菓子煩が多く，2つの群で80～90％を  

占めていた。河村等6）は輸入小麦からマラチオン，フユ  

ニトロチオンが検出したと報告している。本調査のⅡ，  

Ⅲ群のマラチオン，フユニトロチオンも輸入小麦に由来  

するものと考えられる。  

（8）除草剤：検出されたのはCNP，オキサジアゾン，  

ー38－   
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Ⅹ－52，モリネート，ベンチオカープであった。   

オキサジアゾンとⅩ－52は1988年，モリネートは1989  

年，ベンチオカープは1987年にだけ検出さ・れた。CNP  

は平均2．274〃g，最小0，最大5．28〟gであった。CN  

PはⅩ群から73％，Ⅷ群から27％と2つの群より検出さ  

れた。   

2．金属   

金属の1983～1990年度の食品群別一日摂取の平均値，  

最小値，最大値を表5に示した。各金属の一日摂取量の  

年次推移を千葉県と全国平均について図2にしめした。  

又，表6に千葉県と全国平均の一日摂取量及びADIと  

の比較を示した。  

（1）総水銀（T－Hg）：平均10．71〟g，最小1．66〟g，  

最大24．96〟gで全国平均の9．28〟gと同程度であった。  

T－HgのADIは40FLgで，平均値で約1／4，最大  

値で約1／2の摂取量であった。年次推移は1987年度以  

降減少傾向を示している。群別摂取の多いのはⅩ群の70  

％であった。  

（2）カドミウム（Cd）：平均28．54FLg，最小15．70〟g，  

最大52．12〟gで全国平均の31．34〟gと同程度であった。  

CdのADIは60A70FLgで，平均値で約1／2，最大  

値でADI値に近い摂取量であった。年次推移は1986年  

度を除くと，30〟g前後を推移していた。群別摂取の多い  

のはⅠ群の米頬から41％，Ⅲ群の穀短から11％と米，穀  

類からの摂取が半分を占めていた。  

（3）鉛（Pb）：平均75．09〟g，最小48．71〟g，最大1  

34．09〃gで全国平均の54．98〃gより若干高い摂取量であっ  

た。PbのADIは400FLgで平均値で1／5，最大値  

で1／3の摂取量であった。群別摂取の多いのはⅠ群か  

ら32％，Ⅷ群の17％であった。  

（4）ヒ素（As）：平均110．66〟g，最小54．98〟g，最  

大180．09〟gで全国平均の193．1〃gより低い摂取量であっ  

た。AsのADIは3000〟gで，平均値で1／30，最大  

値で1／15の摂取であった。  

（5）ナトリウム（Na）：平均3814mg，最小3195mg，  

最大4767mgで全国平均の4585mgに較べ若干低値であった。   

Naの所要量は3000mg7），しかし長期の過剰摂取は高  

血圧の原因となるので，生体の必要量を満たす範囲内で  

少ない方が望ましいと言われている。本調査結果では  

Naの摂取量は若干取り過ぎと考えられる。群別摂取で  

多いのはⅨ群の調味，嗜好品規から46％であった。Na  

の年次推移は3500mg前後を推移し，大きな変動は見られ  

なかった。  

（6）カリウム（K）：平均2200mg，最小1963mg，最大  

2424mgで全国平均の2327mgと同様な値であった。Kの年  

次推移では大きな変動は見られなかった。群別摂取量で  

は各群から一様に摂取しており，Ca，Mg，Feも同  

様な傾向を示した。  

（7）カルシュウム（Ca）：平均480．5mg，最小376．1，  

最大608．2で全国平均507mgとほぼ同値であった。Caの  

所用量は600mg8）であると言われており，Caは不足し  

ていた。Caの年次推移は年により変動が大きい。  

（8）マグネシュウム（Mg）：平均267．7皿g，最小246．2  

閥，最大298．4mgで全国平均の248．8喝と同様な値であっ  

た。Mgの所用量は220mg～290mg8）とされており，本調  

査結果は267．7mgであり適量を摂取している。Mgの年  

次推移でははとんど変動はなかった。  

（9）りん（P）：平均1049mg，最小947．6mg，最大1114  

咽で全国平均の1111mgと同様な値であったoPの所用量一ヽ  

はCaの1～1．5倍（600～900mg）7）が適量とされている  

が，P／Ca比は2．18となりやや高い。Pの年次推移で  

ははとんど変動は見られなかった。  

（10）鉄（Fe）：平均10．71mg，最小7．29mg，最大14．25  

咽で全国平均の8β6喝と較べ若干高い。Feの所用量は  

成人男子で10mg7），成長期の子供，成人女性で12mgとされ  

ているが，本調査結果の10．71mgは成年男子では適量，  

成長期の子供，女性では不足していた。  

（11）銅（Cu），マンガン（Mn）及び亜鉛（Zn）：  

Cu，Mn及びZnの平均は1302〟g，3816LLg，9275  

〟gで全国平均の1257FLg，3981FLg，8989〟gとほぼ同  

様な摂取量であった。又，3金属とも年度によるパラツ  

キが少なかった。  

Ⅳ まとめ  

1．1983年度～1990年度（8年間）マーケットバスケッ  

ト方式により，日常摂取される食品を通じて人体に取り  

込まれる農薬，PCB，金属の一日摂取量の推定を行っ  

た。   

2．農薬，PCB，有害性重金属は全てADI値を下  

回っていた。   

3．必須金属は1日所用量に対しナトリウム，リンで  

はとりすぎ，カルシュウムと鉄では不足していた。その  

他の必須金属は適正であった。  

一ヽ   
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－1983年虔より1990年産までの調査－  
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表6 金属の一日摂取量の比較  

千  葉  県   全国平均値   ADI（FAD／WHO）  
項目名（単位）  

平均  最小  最大  平均 最小 最大   
〃g／day／man  

Na（喝）   3814  3195  4167  4585  3991 5200   

K（曙）   2220  1963  2424  2327  2132′ 2783   

Ca（叩）   480．5  376．1 608．2  507   469   533   

Mg（喝）   267．7  246．2  298．4  248．8  234．3  257．5   

P（曙）   1049  947．6  1114  1111 949．3  1698   

Fe（昭）   10．13  7．29 14．25  8．96  8．12 10．53   

Cu（〟g）   1302  1032  1579  1257 1065 1548   

Mn（〃g） 3816  2875  4556  3981 3226  5008   

Zn（〃g）   9275  7366、10698  8989  7784 10190   

T－Hg（〟g）  10．71 1．66  24．96  9．28  7．80 11．00   40  

Cd（〟g）   28．54 15．70  52．12  31．34  26．00  42．00   60＿70   

Pb（〟g）   75．09  48．71134．09  54．98  42．0  85．0   400   

As（〟g）   110．66  54．89 180．09  193．1 120．0  230．0   3000  
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